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建築設計三会 設計BIMワークフローガイドライン検討委員会 及び JIAのBIM特別委員会活動

第39回 20250526
第40回 20250630
第41回 20250728
第42回 20250826
第43回 20250929
第44回 20251027
第45回 20251117

１. 各部会の報告

  ・建築BIM推進会議

  ・建築BIM環境整備部会

  ・戦略TF 審査TF 標準化TF

２．国交省TF(審査TF・標準化TF)と三会の連携について

     ・営繕BIMモデル ArchiCAD版公開共有

  ・Revit版・ArchiCAD版参考テンプレートのBLCJサイト公開共有

  ・ Revit版 RC造3000㎡庁舎モデル（意匠･構造･設備）のBLCJサイト公開共有

  ・部会2 設計者向けのBIM図面審査説明会資料共有

３．トピック

      ・『建築物の設計における成果図書の作成を目的としたBIMデータ入力の方法』の検討



『建築物の設計における成果図書の作成を目的としたBIMデータ入力の方法』の検討

公益社団法人 日本建築士会連合会

一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会

公益社団法人 日本建築家協会

20251224

設計BIMワークフロー検討委員会



「建築士事務所の開設者がその業務に関して請求することのできる報酬の基準」（令和6年国土交通省告示第8号）（以下「告

示第8号」という。）においては、成果図書の作成方法（手書き・CAD・BIMなど）については特に定められていませんが、

本解説書では、別添一第1項「１ 設計に関する標準業務」第一号「基本設計に関する標準業務」ロ及び同第二号ロに規定され

る基本設計及び実施設計の「成果図書」の作成を目的とした場合の、BIM（Building Information Modeling）ソフトウェアの

現状における一般的な活用方法として想定される、BIMデータ入力の方法と、その方法を踏まえたモデリングガイド等を示し

ています。  

設計者による自由なBIMの活用を前提として、柔軟で合理的なBIMの活用方法を提示することにより、BIMの普及を後押し

することを目的としています。

令和3年10月に公開された「設計BIMワークフローガイドライン建築設計三会（第1版）」は、一貫したワークフローを実

現するための「あるべきBIMデータ」を作成することを目的として作成されています。この状況を踏まえ、当面、「建築物の

設計における成果図書の作成を目的としたBIMデータ入力の方法」を作成し、関係者間の共通理解を図り、これを運用するこ

とで更に設計者がBIMに取り組みやすい環境の構築を目指しています。

■目的



１. はじめに

２. 各ステージの意匠・構造・電気・設備のＢＩＭデータ入力の方法

２-１. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたＢＩMデータ入力の考え方

２-２. 基本設計におけるＢＩMデータ入力の方法

２-３. 実施設計におけるＢＩMデータ入力の方法

３. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたオブジェクト別のモデリングガイド

３-１. 空間要素オブジェクトのモデリングガイド

３-２. 意匠要素オブジェクトのモデリングガイド

３-３. 構造要素オブジェクトのモデリングガイド

３-４. 電気設備要素オブジェクトのモデリングガイド

３-５. 機械設備要素オブジェクトのモデリングガイド

４. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたEIR(ＢＩＭ業務仕様書)とBEP(ＢＩＭ実行計画書)ひな型（案）

４-１. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたEIR(BIM業務仕様書)（案）

４-２. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたBEP(BIM実行計画書)ひな型（案）

■『建築物の設計における成果図書の作成を目的としたBIMデータ入力の方法』目次



■概要説明

１. はじめに

１）本解説書の目的

２）「BIMを活用した設計等の業務」とは（CAD等による図面作成との違い）

３）「BIMを活用した設計等の業務」の現状

４）「成果図書」をBIM で作成する場合の作業効率

５）目的に応じたBIMデータへの入力項目

６）「建築物の設計における成果図書の作成を目的としたBIMデータ入力の方法」

を作成する意図



■概要説明

２. 各ステージの意匠・構造・電気・設備のＢＩＭデータ入力の方法

２-１. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたＢＩMデータ入力の考え方

１）CDEにおける合理的なBIMの活用

BIMデータだけで完結させる必要はなく、CDE上でBIMデータやCADデータ、BIMと連携した外部データなどを併用して取り扱うこと

が現実的です。この考え方に基づき、入力情報については、「成果図書の作成を目的とし、現状、一般的にBIMデータ入力を行う情

報」「BIMデータ入力が設計者の裁量である情報」に分けて示しています。ここで言う裁量とは、設計者が業務を合理的に進めるため

にBIMへの入力範囲を自身で定めることを指します。

２）設計者の裁量に幅を持たせた合理的なBIMの活用

設計者の裁量に幅を持たせた活用を前提としており、オブジェクトに形状情報や属性情報を入力して図面化するだけではなく、BIMソ

フトウェア上で線分や文字など2次元加筆を加えて図面化することや、BIMデータから書き出してCADデータで最終的に図面として取

りまとめることも想定してまとめています。

３）多様な活用の基礎となるデータ入力の方法

BIMデータ入力の方法については、主に平面系の図面作成に必要なモデルおよびデータ入力が中心となっています。データ活用目的に

応じて詳細情報を追加するなど、後工程で必要情報を加えることで、様々なデータ利活用に繋げることができる有用なBIMデータとな

ります。

また、建築確認におけるBIM図面審査の内容に基本的に対応しており、審査の効率化・期間短縮が期待されます。BIM図面審査で規定

されている入出力基準のうち、少なくとも以下に示す基準に対応可能なものになっています。



■概要説明

２. 各ステージの意匠・構造・電気・設備のＢＩＭデータ入力の方法

２-２. 基本設計におけるＢＩMデータ入力の方法

２-３. 実施設計におけるＢＩMデータ入力の方法 注）

• 形状情報欄及び属性情報欄について、太字

は「成果図書の作成を目的とし、現状、一

般的にBIMデータ入力を行う情報」を、斜

体 は「BIMデータ入力が設計者の裁量であ

る情報」を、斜体下線 は「BIMデータ入力

を推奨する項目(確認申請の主要な審査対象

である区画図に関する項目)」を示す。なお、

属性情報の具体的な入力内容については、

EIR・BEP等で協議の上決定する必要があ

る。

• 「⼨法」：⼨法線の記入ではなく、幅・奥

行・⾼さなどを示す。（対象となる成果図

書の縮尺に合わせた詳細度とし、設計者の

裁量に委ねる。）

• 「任意」：BIM活用の方法・範囲が設計者

の裁量である成果図書を示す。



■概要説明

３. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたオブジェクト別のモデリングガイド
３-１. 空間要素オブジェクトのモデリングガイド
３-２. 意匠要素オブジェクトのモデリングガイド
３-３. 構造要素オブジェクトのモデリングガイド
３-４. 電気設備要素オブジェクトのモデリングガイド
３-５. 機械設備要素オブジェクトのモデリングガイド

【凡例】

●･･･成果図書の作成を目的とし、現状、一般的に

BIMデータ入力を行う項目

●･･･BIMデータ入力を推奨する項目

(確認申請の主要な審査対象である区画図

に関する項目)

○･･･BIMデータ入力が設計者の裁量である項目

仮設定･･･仮の値を入力する。

確定･･･確定した値を入力する。

※「厚さ」は、対象となる成果図書の縮尺に合わ

せた詳細度とし、設計者の裁量に委ねる。



■概要説明

４. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたEIR(ＢＩＭ業務仕様書)とBEP(ＢＩＭ実行計画書)ひな型（案）

４-１. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたEIR(BIM業務仕様書)（案）

４-２. 建築物の設計における成果図書の作成を目的としたBEP(BIM実行計画書)ひな型（案）
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